
町内会の防災訓練に障害者の施設も参加！　〜菅田東町町内会〜

　近年の岩手・宮城内陸地震や新潟県中越沖地震などもあり、
大きな地震や災害に対する備えが近年関心を集めています。
　横浜市においても自治会・町内会などを中心にさまざまな対策や訓練等が行われています。
　しかし、障害のある方など災害時に支援の必要な方についての取り組みはまだ十分とはいえませんが、
頑張って進めているところもあります。
　そこで今回は、災害時の障害者支援の取組を行っている所にインタビューをしてきましたのでご
紹介します！

特集 1　災害に備える　～障害者支援の取り組み～

　菅田東町町内会は東西に長く、施設の数がとても多い町内会です。高齢者施設もありますが、
他の地域に比べて障害者や高齢者のグループホームが大変多く、10カ所以上もあるのが特徴
です。
菅田東町では防災訓練に力を入れており、各施設の方々も参加しています。その訓練について、
町内会長の伊藤さんと20年度防災担当の平本さんにお話を聞いてきました。
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☆施設が参加することになったきっかけは？
　昨年の防災訓練には、約10箇所の施設が参加しました。施設には、入居時
から組長が呼びかけを行い、町内会に入ってもらうことにしています。防災訓
練への参加は、呼びかけもしましたが、施設の方が回覧板を見て自発的に参
加をしてくれています。町内会の仲間としておつきあいをしています。

☆防災訓練の内容を教えてください。
　昨年の防災訓練は、一昨年と同様「防災は住民どうしの助け合いから」と
いうテーマのもと、地域防災拠点である池上小学校まで地区ごとに移動し、
体育館で避難所体験を行いました。避難者カードの記入や1人あたりの広さを体験し、お弁当配布の訓練をしました。当日は知
的障害のある人も身体障害のある人も参加しましたが、パニックになることもなく、終えることができました。

☆訓練の時に何かの障害のある方への配慮をしましたか？
　障害のある、なしに関わらず、全員同じように参加してもらいました。しかし、池上小学校の体育館が
3階にあるため、車いすで参加した方については、消防団の人たちが抱えて3階まであがってくれました。
実際に災害が起こった時には小学校の教室も避難所として使うようになるので、車いすで生活をしている
人は体育館まであがらなくても良い部屋を使ってもらうなどを今後考えていけたらと思っています。

☆今後、防災訓練をどのように進めますか？
　地区での防災訓練は年に1度しか行っていないので、基本的なことを繰り返していけたらと思っていま
す。防災訓練は、近所が顔見知りになるきっかけとなってくれれば良いですね。

☆地域と施設の関係づくりについて、どのように考えますか？
　地域では隣近所同士で目を向けあえることが大切だと思います。普段の生活でお互いを気にかけていくことで、実際に災害が
起こった時にも「あの施設の人たちはどうなったのか」などを考えることができるのではないかと思います。
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